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動脈瘤の CFD 解析－動脈瘤壁の菲薄部と増大例の特徴－．第 44 回日本脳卒中の外科学会学術集会（Stroke2015）；
2015 Mar 26-29；広島． 
52)  梅村公子，久保道也，岡本宗司，堀恵美子，柴田 孝，堀江幸男，亀山智樹．血管病救急患者の救急隊への迅速な
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system の治療成績．第 40 回日本脳卒中学会総会（Stroke2015）；2015 Mar 26-29；広島． 
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錐状動脈瘤の 1 例．第 40 回日本脳卒中学会総会（Stroke2015）；2015 Mar 26-29；広島． 
56)  黒田 敏，山本修輔，髙 正圭，柏﨑大奈，秋岡直樹，桑山直也．「シンポジウム」新たなコンセプトに基づくマイ
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57)  富田隆浩，山本修輔，髙 正圭，柏﨑大奈，秋岡直樹，永井正一，黒田 敏．統合テクノロジーを駆使した手術教
育・支援．第 24 回脳神経外科手術と機器学会；2015 Apr 3-4；大阪． 
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第 24 回脳神経外科手術と機器学会；2015 Apr 3-4；大阪． 
59)  堀恵美子，梅村公子，久保道也，岡本宗司，柴田 孝，堀江幸男，髙 正圭，柏﨑大奈，秋岡直樹，黒田 敏．脳
動脈瘤の CFD 解析－動脈瘤壁の菲薄部と増大例の特徴－．第 24 回脳神経外科手術と機器学会；2015 Apr 3-4；大阪． 
60)  柏﨑大奈，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．Wingspan を用いて治療をおこなった狭窄性病変の 3 例．第 43 回日本
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61)  秋岡直樹，柏﨑大奈，髙 正圭，山本修輔，桑山直也，田中耕太郎，黒田 敏．当院における 80 歳以上頚部内頚動
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62)  堀恵美子，久保道也，梅村公子，岡本宗司，柴田 孝，堀江幸男，蔭山昌成，黒田 敏．腹部血管に動脈瘤を認め
たくも膜下出血の 2 例．第 88 回日本脳神経外科学会中部支部学術集会；2015 Apr 25；金沢． 
63)  山本修輔，髙 正圭，柏﨑大奈，秋岡直樹，桑山直也，野口 京，黒田 敏．類もやもや病における頭蓋内動脈の
3D-CISS 所見．第 88 回日本脳神経外科学会中部支部学術集会；2015 Apr 25；金沢． 
64)  黒田 敏．脳循環評価における脳血流 SPECT 検査の役割．第 35 回日本脳神経外科コングレス総会；2015 May 8-10；
横浜． 
65)  早川由美子，林 智秀，富田隆浩，永井正一，黒田 敏．培養ヒトグリオーマ細胞株における SSEA-3/CD105 陽性
細胞の生物学的解析．第 37 回日本血栓止血学会学術集会；2015 May 21-23；甲府． 
66)  高岩亜輝子，桑山直也，秋岡直樹，柏﨑大奈，黒田 敏．無症候性頚動脈狭窄症における軽度認知機能障害の検出
方法．第 2 回日本心血管脳卒中学会学術集会；2015 Jun 12-13；徳島． 
67)  秋岡直樹，柏﨑大奈，山本修輔，桑山直也，田中耕太郎，黒田 敏．当院における 80 歳以上頚部内頚動脈狭窄症の
治療成績．第 2 回日本心血管脳卒中学会学術集会；2015 Jun 12-13；徳島． 
68)  黒田 敏，中山八州男，髙 正圭，柏﨑大奈，秋岡直樹，富田隆浩，永井正一，桑山直也．手術記録の保存と活用
におけるアナログとデジタル情報の使い分け．第 15 回日本術中画像情報学会；2015 Jun 20；東京． 
69)  原田 淳，高沢弘樹，栗本昌紀，新井政幸，小出謙一郎，西嶌美知春，黒田 敏．特発性脊髄空洞症の１例．第 30
回日本脊髄外科学会；2015 Jun 25-26；札幌． 
70)  高岩亜輝子，桑山直也，秋岡直樹，柏﨑大奈，遠藤俊郎，黒田 敏．無症候性頚動脈狭窄症における軽度認知機能
障害の検出方法．第 16 回日本言語聴覚学会；2015 Jun 26-27；仙台． 
71)  桑山直也．「ランチョンセミナー」脳血管内治療の最新話題と抗血小板療法．第 24 回日本意識障害学会；2015 Jul 25；
浜松． 
72)  髙 正圭，富田隆浩，山本修輔，田邉 望，山谷和正，黒田 敏．ノカルジア脳膿瘍の 2 例．第 89 回日本脳神経外
科学会中部支部学術集会；2015 Sep 12；名古屋． 
73)  加茂徹大，永井正一，富田隆浩，黒田 敏．ベバシズマブ投与中に重症腹腔内出血をきたした anaplastic astrocytoma
の一例．第 89 回日本脳神経外科学会中部支部学術集会；2015 Sep 12；名古屋． 
74)  川崎早百合，永井正一，富田隆浩，黒田 敏．ギリアデル留置後に著しい脳浮腫の憎悪を呈しギリアデルの除去を
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78)  黒田 敏，山本修輔，髙 正圭，柏﨑大奈，秋岡直樹，堀恵美子，梅村公子，堀江幸男，西方 学，桑山直也．も
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79)  桑山直也，秋岡直樹，柏﨑大奈，黒田 敏．治療困難な動脈瘤に対する血管内治療のテクニック．日本脳神経外科
学会第 74 回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
80)  白石啓太朗，秋岡直樹，柏﨑大奈，堀恵美子，堀 聡，林 智秀，鬼塚圭一郎，桑山直也，田中耕太郎，黒田 敏．
不安定プラークを有する症候性軽度狭窄に対する頚動脈内膜剥離術．日本脳神経外科学会第 74 回学術総会；2015 Oct 
14-16；札幌． 
81)  山本修輔，髙 正圭，柏﨑大奈，秋岡直樹，桑山直也，野口 京，黒田 敏．類もやもや病における頭蓋内動脈の
3D-CISS 所見．日本脳神経外科学会第 74 回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
82)  久保道也，桑山直也，岡本宗司，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，黒田 敏．脳幹静脈を流出路とする
硬膜動静脈瘻の病態．日本脳神経外科学会第 74 回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
83)  福田 修，小山新弥，齋藤有庸，黒田 敏．スノーボードによる重傷頭部外傷 80 例の検討．日本脳神経外科学会第
74 回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
84)  堀恵美子，梅村公子，岡本宗司，久保道也，柴田 孝，堀江幸男，黒田 敏．多発脳動脈瘤における CFD 解析－同
一症例における増大瘤と非増大瘤の比較－．日本脳神経外科学会第 74 回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
85)  柏﨑大奈，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．当院における前向きデータベースから考察した，新しい内頚動脈狭窄
症の治療基準．日本脳神経外科学会第 74 回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
86)  富田隆浩，永井正一，柏﨑大奈，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．髄膜腫に対する外科治療－短期および長期成績
から見えてくる課題．日本脳神経外科学会第 74 回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
87)  原田 淳，西嶌美知春，高沢弘樹，黒田 敏．胸郭出口症候群に対する外科的治療－手術法の比較と予後の検討－．
日本脳神経外科学会第 74 回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
88)  桑山直也，秋岡直樹，柏﨑大奈，髙 正圭，田中耕太郎，黒田 敏．頚動脈狭窄症に対する包括的治療戦略－「越
中八策」の初期成績．日本脳神経外科学会第 74 回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
89)  加茂徹大，秋岡直樹，柏﨑大奈，髙 正圭，桑山直也，黒田 敏．当院における 80 歳以上の未破裂脳動脈瘤の治療
成績．日本脳神経外科学会第 74 回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
90)  秋岡直樹，堀恵美子，柏﨑大奈，髙 正圭，梅村公子，堀江幸男，桑山直也，黒田 敏．未破裂脳動脈瘤の包括的
治療の現状と課題．日本脳神経外科学会第 74 回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
91)  瀬川莉恵子，柏﨑大奈，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．軽〜中等度の内頚動脈狭窄症における arterial remodeling
の臨床的意義．日本脳神経外科学会第 74 回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
92)  柴田 孝，武者利光，小杉幸夫，黒田 敏，久保道也，堀江幸男，桑山直也，林 果林，今城 郁，田中美枝子，
小林洋平，松崎晴康，根本清貴，朝田 隆．高齢者における脳波と軽度動脈硬化の差異．日本脳神経外科学会第 74
回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
93)  永井正一，富田隆浩，山本修輔，黒田 敏．神経膠腫に対するギリアデルの初期使用経験．日本脳神経外科学会第
74 回学術総会；2015 Oct 14-16；札幌． 
94)  岡本宗司，久保道也，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，桑山直也，黒田 敏．Stent-in-stent を施行した
CAS後再狭窄症例の画像フォローアップ－320列AD-CTの有用性－．日本脳神経外科学会第 74回学術総会；2015 Oct 
14-16；札幌． 
95)  桑山直也．頚動脈狭窄症の血行再建術における脳血流 SPECT の有用性．第 27 回日本脳循環代謝学会総会プレ・イ
ブニングセミナー；2015 Oct 29；富山． 
96)  桑山直也．脳梗塞慢性期における頚動脈ステント留置術（CAS）の現状と課題．第 27 回日本脳循環代謝学会総会；
2015 Oct 30-31；富山． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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97)  旭 雄士，柏﨑大奈，米山達也，野口 京，黒田 敏．脳深部刺激療法における核医学検査の役割．第 27 回日本脳
循環代謝学会総会；2015 Oct 30-31；富山． 
98)  久保道也，桑山直也，岡本宗司，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，黒田 敏．脳出血入院患者の原因と
予後解析データ．第 27 回日本脳循環代謝学会総会；2015 Oct 30-31；富山． 
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症の予測が可能である．第 27 回日本脳循環代謝学会総会；2015 Oct 30-31；富山． 
100)  堀恵美子，梅村公子，岡本宗司，久保道也，柴田 孝，堀江幸男，黒田 敏．多発脳動脈瘤における CFD 解析－同
一症例における増大瘤と非増大瘤の比較－．第 27 回日本脳循環代謝学会総会；2015 Oct 30-31；富山． 
101)  久保道也，桑山直也，岡本宗司，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，黒田 敏．脳幹静脈パターンから考
える硬膜動静脈瘻の血行動態とその病態．第 27 回日本脳循環代謝学会総会；2015 Oct 30-31；富山． 
102)  柏﨑大奈，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．当院における前向きデータベースから考察した，新しい内頚動脈狭窄
症の治療基準．第 27 回日本脳循環代謝学会総会；2015 Oct 30-31；富山． 
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析による検討．第 27 回日本脳循環代謝学会総会；2015 Oct 30-31；富山． 
104)  林 智秀*，柴田 孝，秋岡直樹，柏﨑大奈，桑山直也，黒田 敏．内頚動脈狭窄症におけるニューロン活動性トポ
グラフィー(NAT)-CEA/CAS 前後の変化と脳循環動態との関連．第 27 回日本脳循環代謝学会総会；2015 Oct 30-31；
富山． 
105)  桑山直也．「Meet the Expert」直也の部屋 Penumbra Coil 400 の効果的な活用方法を学ぶ．第 31 回 NPO 法人日本脳神
経血管内治療学会学術総会；2015 Nov 19-21；岡山． 
106)  秋岡直樹，桑山直也，柏﨑大奈，黒田 敏．「シンポジウム」硬膜動静脈瘻に対する Onyx 治療－医師主導治験の経
験から．第 31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2015 Nov 19-21；岡山． 
107)  久保道也，桑山直也，岡本宗司，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，黒田 敏．entry-reentry type の椎骨動
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人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2015 Nov 19-21；岡山． 
108)  久保道也，岡本宗司，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，黒田 敏．硬膜動静脈瘻における脳幹静脈吻合
パターン評価の重要性－病態理解と治療方針決定の観点から－．第 31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術
総会；2015 Nov 19-21；岡山． 
109)  秋岡直樹，柏﨑大奈，桑山直也，黒田 敏．脳動脈瘤ステント併用コイル塞栓術後の抗血小板療法：減量，中止の
タイミングと虚血性合併症の発生．第 31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2015 Nov 19-21；岡山． 
110)  岡本宗司，久保道也，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，桑山直也，黒田 敏．頸動脈ステント（CAS）
後再狭窄症例に対する Repeated stent (stent-in-stent)施行後の画像フォローアップ－320 例 AD-CT の有用性－．第 31
回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2015 Nov 19-21；岡山． 
111)  高岩亜輝子，桑山直也，秋岡直樹，柏﨑大奈，黒田 敏．頚動脈狭窄症におけるステント留置後の認知機能の変化．
第 31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2015 Nov 19-21；岡山． 
112)  新井政幸，桑山直也，高沢弘樹，小出謙一郎，久保道也．2mm 以下の微小破裂脳動脈瘤に対する瘤内塞栓術の成績．
第 31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2015 Nov 19-21；岡山． 
113)  柏﨑大奈，桑山直也，秋岡直樹，早川由美子，黒田 敏．血管内治療後の鼠径穿刺部出血の発生は，抗血小板薬に
強く影響をうける．第 31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2015 Nov 19-21；岡山． 
114)  岡本宗司，久保道也，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，秋岡直樹，桑山直也，黒田 敏．安全な staged CAS
の確率を目指して－初回バルーン拡張の指標と脳循環予備能回復の視点から見た CAS 追加タイミングの決定－．第
31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2015 Nov 19-21；岡山． 
115)  壷井祥史，津村貢太朗，成清道久，長山剛太，永尾征弥，神林智作，桑山直也．ADAPT 導入後の M2 閉塞に対する
機械的血栓回収療法についての成績．第 31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2015 Nov 19-21；岡山． 
116)  白石啓太朗，秋岡直樹，富田隆浩，柏﨑大奈，田邉 望，桑山直也，黒田 敏．術中撮影により局在診断が確定し
た頭蓋頚椎移行部硬膜動静脈瘻の一例．第 31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2015 Nov 19-21；岡
山． 
117)  瀬川莉恵子，由良晋也，塚田剛史，増岡 徹，桑山直也．舌癌の放射線治療後に頚動脈穿孔を来しコイル塞栓術を
施行した一例．第 31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会；2015 Nov 19-21；岡山． 
118)  林 智秀*．神経膠腫における T-LAK cell originating protein kinase (TOPK)の発現と役割．第 33 回日本脳腫瘍学会学
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術集会；2015 Dec 6-8；京都． 
119)  高岩亜輝子，桑山直也，秋岡直樹，柏﨑大奈，黒田 敏．頚動脈ステント留置術において脳保護方法の違いが認知
機能に与える影響．第 39 回日本高次脳機能障害学会学術総会；2015 Dec 10-11；東京． 
 
◆ その他 
1)  Kuwayama N. Principles & Techniques of Endovascular Catheterization. ISMINS 2015 Pre-Congress Workshop 2 
Endovascular Therapy; 2015 Dec 1; Kuala Lumpur. 
2)  Akioka N, Kuwayama N, Kubo M. Basic techniques of the catheter manipulation. ISMINS 2015 Pre-Congress Workshop 2 
Endovascular Therapy; 2015 Dec 1; Kuala Lumpur. 
3)  黒田 敏．もやもや病の診断と治療．平成 26 年度京都大学脳神経外科同門会；2015 Feb 14；京都． 
4)  桑山直也．「教育講演」dAVF に対する Onyx の使用経験．第 3 回 TOM－ぶり街道カンファランス；2015 Mar 14；高
山． 
5)  富田隆浩．CG を駆使した術前シミュレーション．第 3 回 TOM－ぶり街道カンファランス；2015 Mar 14；高山． 
6)  柏﨑大奈．頚動脈プラークの形成における血管内皮前駆細胞の役割．第 3 回 TOM－ぶり街道カンファランス；2015 
Mar 14；高山． 
7)  秋岡直樹．頭蓋内 dAVF の画像診断．第 3 回 TOM－ぶり街道カンファランス；2015 Mar 14；高山． 
8)  旭 雄士．パーキンソン病関連疾患におけるドーパミン・トランスポーター解析．第 3 回 TOM－ぶり街道カンファ
ランス；2015 Mar 14；高山． 
9)  富田隆浩．統合テクノロジーを駆使した手術教育・支援．第 29 回日本微小脳神経外科解剖研究会；2015 Apr 11；名
古屋． 
10)  富田隆浩．血管疾患における術前 3D シミュレーション．第 31 回富山県脳卒中研究会；2015 May 15；富山． 
11)  山本修輔．右側頭葉腫瘍の一例．第 52 回北陸脳腫瘍懇話会；2015 Jun 13；富山． 
12)  久保道也，桑山直也，岡本宗司，堀恵美子，柴田 孝，梅村公子，堀江幸男，黒田 敏．経過中に re-entry が出現し，
ステント併用コイル塞栓術を行った椎骨動脈解離性脳動脈瘤の一例．第 94 回富山県脳神経外科医会；2015 Jul 15；
富山． 
13)  髙 正圭，浜田秀雄，富田隆浩，黒田 敏．新生児 Intradiploic hematoma の一例．第 94 回富山県脳神経外科医会；
2015 Jul 15；富山． 
14)  秋岡直樹．硬膜動静脈瘻塞栓術．第 31 回 NPO 法人日本脳神経血管内治療学会学術総会 Continuing Education Program；
2015 Nov 19-21；岡山． 
15)  黒田 敏．CEA の基本手技とその応用．つるぎ頚動脈セミナー；2015 Nov 24；富山． 
16)  桑山直也．私達の頚動脈治療－越中八策－．第 4 回富山脳神経外科夜話会；2015 Nov 27；富山． 
17)  富田隆浩．脳神経外科における 3D シミュレーション．平成 27 年度富山大学生命融合科学教育部シンポジウム「医
療と 3D」；2015 Dec 1；富山． 
 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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